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 給水系統は（図―２）に示すように、低水槽より１５ｋｗのポンプ 2 台で全ノズルに供
給されるが、少雨量、少範囲であればポンプ 1台の稼動でも十分である。実験範囲は予め、















                ２００ｍｍ／ｈ × ２８１．２ｍ２（降雨面積） 
1 系統あたりの設定流量は ＝ ――――――――――――――――――――――――― 
                     ６０ × ３ （系統数） 


































に示す。フルコーンノズル４ｍｍの分布図を（図―５）に示す。Case A と Case B の各２５
点計測結果を分布図に表したもので、雨量強度は９段階ない２００、３５０、４００ｍｍ/






















































置の Case A、Case B について計測した。（図―８(b)）に示す。設定値３０．５０ｍｍ/ｈ
での Case A は、１３０点平均と同様に設定値よりかなり多雨量を計測したが Case B では
それ程ではなかった。今までの実験結果から３０、５０、１００ｍｍ/ｈについては拡散が
充分ではないので計測値に信憑性がないと言える。Case A で１５０ｍｍ/ｈの設定値で１４





ｍｍ/ｈの Case A では、フルコーンの場合程ではないが設定値より多い雨量を計測した。（図
―６）の分布図でも分かるように、少しは周辺にも広がっているようである。(c)では、Case 
A、B ともきれいな直線にはならないが、１００ｍｍ/ｈから２５０ｍｍ/ｈにかけてはほぼ








ｍｍ/ｈで Case A では５５ｍｍ/ｈとなり Case B で１５ｍｍ/ｈと離れた数値を計測した。
 
３０ｍｍ/ｈの設定値で Case A で５９ｍｍ/ｈ、Case B で３３ｍｍ/ｈとなり徐々に拡散し































目標雨量（mm/h） 10 30 50 100 150 200 250 300 350 400







フルコーン 4mm  ― ― ― 240.2 322.2 404.2 486.3 568.3 ― 
スタンダード 6.3 mm  ― ― 129.5 236.4 343.3 450.2 ― ― ― 
スタンダード 3.1 mm ― ― 62.0 137.4 212.8      
